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第 2章 調査結果

6.遺橋の所属年代とまとめ

① 検出遺構としては、溝跡1基、4a層 。4b層 ・7a層の3期の水田跡が検出された。また、水田土壌の可能
性のある層としては、3層があげられる。

② 4a層上面検出のSDlは、小規模な溝跡で自然流路跡と考えられる。

③ 検出された水田跡の所属年代については、出土遺物が数量的に乏しいことから、出土遺物からの年代決定は難
しいが、4a層 中から土師器が出土していることと、周辺の調査区との基本層序の対応関係などから以下のよう

な所属年代が想定される。

3層水田跡―古代～近世

4a層水田跡―平安時代

4b層水田跡―平安時代

7a層水田跡―弥生時代後期

7a層 については、分析結果から

プラン ト・オパールは検出されず、

湿地的環境であつたと推定されてい

る。北側に隣接する教塚古墳の調査で

は7層から弥生時代後期の水田跡が検出されており、基本層序に対応関係が考えられることから、この時期に湿

地の一部を利用して水田が作られたことも考えられる (第 38図 )。

④ 基本層と周辺の調査区との対応関係については、次のようなことが考えられる。
4a層―山口遺跡第 5・ 7次調査 4 att。 106次調査区の東側で行なわれた山口遺跡第 5次調査では、北側に

水路を伴う畦畔を検出し、 7次調査でもこの水路の延長部分を検出している。水路によつて耕作域と非耕作域に

分かれている。ともに出土遺物が無く、所属年代は不明とされている。

5層 (砂層)一 山口 5・ 7次調査 6層。教塚古墳調査 5層 (墳丘基底面)。

7層―教塚古墳調査 7層。 7m間隔の畦畔状遺構 6条 と溝跡 2条や、水口と考えられる施設を検出し、時期に

ついては弥生時代後期の水田跡とされている。

南西側で行なわれている富沢遺跡第22次調査では、3a層上面水田跡から畦畔 2条が検出され、灰白火山灰が
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第 3節 富沢遺跡第106次調査

混じることから平安時代の水田跡とされている。今回の4a層水田跡との対応関係も考えられるが、比高差にし

て約80cmほ ど4a層面のほうが低くなっている。22次調査ではほかに、 5・ 9層の水田土壌の可能性が指摘され

ている。

⑤ 北側に隣接していた教塚古墳は、昭和60年 (1985)に仙台市教育委員会による範囲確認のためのトレンチ調査

が行なわれ、翌年宅地造成に伴う発掘調査が遺跡調査国によって行なわれている (第39図 )。 耕作による削平の

ため主体部・周溝とも発見されなかったが、残存する墳丘から直径20m以上、高さlm以上の規模で、埴輪をも

つ二段築成の円墳と考えられた。出土した円筒埴輪片や朝顔形埴輪片は、周辺の古墳から出土する埴輪と同系列

と考えられるものを多く含む。周辺の埴輪を伴う古墳が5世紀後半から6世紀前半に収まるものと考えられてお

り、5世紀末を中心とした年代が考えられている。

墳丘は砂の堆積をその基底面として利用しており、これが今回の5層 に対応すると考えられるが、比高差にして

約80clnほ ど今回の5層面のほうが低くなっている。また、南西側で行なわれている第22次調査区とも同様の比高

差が考えられることから、今回の調査区は周辺に比べて若干低い地形であつたことが考えられる。
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第フ表 出土遺物集計表
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写真48
4attSD]完掘状況 (南から)

写真49
4a層畦畔確認状況 (束から)

写真50
4層陸畔完掘状況 (東から)
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写真5]
4b層擬似畦畔検出状況 (東から)

写真52
7層上面水田区画検出状況

(西から)

写真53
作業風景
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写真54 南壁断面① (1～ 13層 )
4a層上面陸畔部分
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写真58 南壁断面⑤ (1～ 13層 )

写真55 南壁断面② (1～ 13層 )
(東から西へ移動)
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写真57 南壁断面④ (1～ 13層 )写真56 南壁断面③ (1～ 13層 )

写真59 南壁断面 (13～ 1フ層)
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南壁断面 (1～ 1フ層 )

写真62 東壁断面 (1la～ 13層 ) 写真63 東壁断面 (12～ 1フ層)

写真64
調査の最終状況 (西から)
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【発掘調査参加者】

安達 訓仁

小松千代子

蓮沼 英子

小野つや子

赤川 千広

泉 美恵子

高橋 美香

佐藤リキ子

山並 明夫

鈴木 峰子

青山 諒子

境  一美

畠中真知子

千田タイ子

壱岐 豊子

宮嶋  都

三浦たか子

三浦 市子

村田 健三

千葉 恭子

伊藤 征子

島津レチ子

森 ミヨノ

菅田みき子

板橋  実

渡辺イチ子

山田やす子

横山美智子

関口 国生

板橋 礼子

伊藤 房江

庄子かつえ

山寺 文司

小林 斎美

横山美代子

桜井 芳子

永野 泰治

根岸 ゆみ

渡辺 純子

秋葉 泰徳

伊藤 雅子

菅原  弘

鐘水 芳子

菅田わくり

封馬 悦子

日下 啓子

佐藤 愛子

鈴木美代子

相沢  守

中里とわ子

板橋 栄子

高橋 勝栄

横尾由記子

相沢かほる

蓮沼 秀子

熊沢  とも

佐藤ゆう子

水戸  智

伊藤美代子

岩井レイ子

富田  是

斎藤由美子

鈴木よしゑ

植野美登子

菅井 民子

佐藤よし子

佐藤 久栄

佐々木瑞枝

渡辺 誠 1985

渡辺 誠 1987

佐藤甲二 1989

佐藤甲二 1989

佐藤甲二 1990

佐藤甲二 1990

佐藤 淳 1991

平間亮輔 1991

渡部弘美 1992
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調査
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調査

水田跡 弥生・平安 水田跡 (弥生 。平安) 土師器・陶磁器・石器

富沢遺跡

第106次

調査

水田跡 古代 水田跡 (古代 ) 土師器・弥生土器・縄

文土器・石器・礫石器
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